
























































　さて，1920 年 4 月 11 日にこの町で発生したの
がハイラル事件です。何があったのか，まず当時
の日本の新聞報道を読んでみましょう⑶。大正 9











── 1920 年 4 月のハイラル事件を例にして──
長 與 　 進＊
────────────────────────────────────────────────────────────
＊　早稲田大学政治経済学術院教授














































































































































『ジャパン・クロニクル』の 4月 24 日号に掲載さ
れました。それをウラジヴォストークで出ていた








































第 1 点，4 月 11 日の戦闘にチェコスロヴァキア
軍が参加したかどうか。第 2 点，4 月 13 日の装
甲列車オルリークの引き渡しが，合意の上であっ














































































724 頁，参謀本部，昭和 13 年
⑹　同上
⑺　「公式の嘘」Ú ední lží.『チェコスロヴァキア日刊
新聞』 eskoslovenský denník，第 98 号（通算 669 号），






　　Lochman, Daniel: Chajlarský incident aneb 
echoslováci a Japonci na Sibi i.〔ハイラル事件，あ
るいはシベリアでのチェコスロヴァキア軍と日本軍〕
Historie a vojenství 58 (2009), . 4.〔チェコ語〕
　　Hošek, Martin: The Hailar Incident: The Nadir of 
Troubled Relations between the Czechoslovak 
Legionnaires and the Japanese Army, April 1920. 
Acta Slavica Iaponica, 29 (2011).
〈新入生の皆さんにおすすめする本〉
　ぼくは読書を，仕事のため，気晴らし（息抜き）
のため，教養のため，の 3つのカテゴリーで考え
ています。「仕事のため」はみなさんの場合，大
学の講義で指定された教科書などが相当します。
おおいに学んでください。「気晴らし（息抜き）
のため」になにを読むかは，みなさんの自由です。
「教養のため」の読書は，やはり「古典」がいい
と思います。
　参考までに，ぼくが最近の「基礎演習」で取り
上げたマックス・ウェーバー『職業としての学問』，
マキャヴェッリ『君主論』，エラスムス『平和の
訴え』をお勧めしておきます（番外としてドスト
エフスキー『悪霊』も）。読むだけでなく，内容
について議論できる場があると，より良いと思い
ます。
